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連
合
艦
腹
司
令
部
ほ
か

旧
海
軍
極
秘
地
下
施
設

日
吉
台
地
下
壕

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会

ようやく出来上った

パンフレットと

神奈川新聞の紹介記事

神奈川新聞1993年（平成5年）5月3日

日
吉
台
地
下
壕

戦
艦
大
和
に
最
後
の
命
令
を
出
し
た
旧
海
軍
連
合
艦
隊
司

令
部
の
あ
っ
た
慶
応
大
学
地
下
の
日
吉
台
地
下
壕
（
ご
う
）

の
調
査
結
果
が
、
二
日
ま
で
に
「
同
地
下
壕
保
存
の
会
」
（
永

戸
多
喜
雄
会
長
）
の
手
で
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
地
下
壕

の
概
要
や
海
軍
と
慶
大
の
賃
貸
契
約
、
朝
鮮
人
を
動
員
し
た

掘
削
な
ど
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
会
は
横
浜
市

内
に
残
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
”
生
き
証
人
”
と
し
て
保
存

と
公
開
を
県
、
市
に
求
め
て
い
る
。

調査結果をまとめた冊子「日吉台地下壕」，表紙
の写真は慶大キャンパス内に残る縦坑入り口跡

生かせハマに眠る戦史
最
後
の
連
合
艦
隊
司
令
部
を

調査

公
開
求
め

冊
子
発
行
保存会

地
下
壕
は
慶
大
の
地
下
な
ど

五
カ
所
、
総
延
長
五
㌔
以
上
に

わ
た
る
大
規
模
地
下
施
設
。
四

四
年
九
月
末
か
ら
敗
戦
ま
で
レ

イ
テ
沖
海
戦
、
沖
縄
戦
な
ど
海

軍
の
全
作
戦
の
指
揮
を
と
っ

た
。
関
係
者
以
外
そ
の
存
在
す

ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
極
秘

施
設
だ
。
冊
子
で
は
数
年
に
わ
た
る
調

査
結
果
と
し
て
地
下
壕
の
規

模
や
構
造
な
ど
の
概
要
の
ほ

か
、
海
軍
と
慶
大
の
交
わ
し
た

土
地
建
物
賃
貸
契
約
書
、
海
軍

軍
令
部
の
連
合
艦
隊
司
令
部
地

上
施
設
設
置
要
領
な
ど
を
収

録
。
東
京
と
軍
港
横
須
賀
に
近

く
、
通
信
状
況
、
地
下
施
設
が

掘
り
や
す
く
、
地
上
の
し
っ
か

り
し
た
施
設
を
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
大
倉
山
や
町
田
の
玉

川
学
園
を
抑
え
て
日
吉
が
選
ば

れ
た
経
緯
を
詳
述
し
て
い
る
．

地
下
壕
の
建
設
で
は
、
周
辺

の
農
家
か
ら
強
制
的
に
土
地
を

買
い
上
げ
、
約
二
千
人
が
駐
屯
。

昼
夜
三
交
代
で
連
日
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
を
仕
掛
け
、
つ
る
は
し
と

ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
と

い
う
。
特
に
強
制
連
行
さ
れ
た

朝
鮮
人
約
七
百
人
が
出
水
の
激

し
い
最
先
端
部
に
投
入
さ
れ
、

ボ
ロ
を
ま
と
っ
た
朝
鮮
人
が
農

家
や
軍
の
炊
事
場
に
残
飯
を
も

ら
い
に
来
て
い
た
と
い
う
証
言

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
地
下
壕
を
海
軍
が
使
い

始
め
て
か
ら
約
半
年
後
、
日
吉

地
区
は
横
浜
大
空
襲
を
含
め
て

三
回
の
空
襲
を
受
け
、
周
辺
は

九
〇
％
が
焼
失
、
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
た
と
い
う
．

横
浜
市
は
同
会
の
調
査
と
は

別
に
、
九
〇
年
三
月
、
調
査
結

果
を
ま
と
め
、
地
盤
や
地
権
者

と
の
権
利
調
整
な
ど
か
ら
当
面

文
書
保
存
が
適
当
と
す
る
慎
重

な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

同
会
事
務
局
長
の
寺
田
貞
治

慶
応
高
校
教
諭
は
「
横
浜
市
に

は
、
ほ
か
に
大
戦
当
時
の
激
動

の
昭
和
史
を
物
語
る
構
築
物
は

あ
り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
保

存
、
公
開
し
て
戦
争
と
平
和
を

語
り
継
ぐ
題
材
に
し
た
い
」
と

保
存
活
動
の
意
議
を
訴
え
て
い

る
。

冊
子
は
B
5
判
三
十
㌻
で
四

百
五
十
円
（
郵
送
代
は
別
途
）
。

問
い
合
わ
せ
は
、
寺
田
さ
ん
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第

五

回

総

会

開

催

さ

れ

る

さ
る
四
月
一
七
日
、
慶
大
藤
山

記
念
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
五

回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
議
事
は

滞
り
な
く
進
行
し
、
別
欄
記
載
の

通
り
可
決
さ
れ
た
。
ご
一
読
く
だ

さ
い
。つ
い
で
行
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
参
加
者
一
同
真

剣
に
耳
を
傾
け
た
。
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

三

つ

の

重

点

鮫
島
　
垂
俊

地
下
壕
保
存
の
会
も
そ
ろ
そ
ろ

運
営
上
の
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ

て
来
て
い
る
。

会
員
数
を
拡
大
す
る
と
い
う
目

標
も
或
程
度
達
成
し
た
し
、
他
の

市
民
組
織
と
連
帯
す
る
と
い
う
目

的
も
徐
々
に
成
し
遂
げ
て
来
て
い

る
。

1992年度活動報告

会結成から満4年が過ぎ、第5回総会を迎えました．この間、世界情勢は激動し、

世界各地で紛争が多発し、日本もバブルが崩壊し、これから先どうなるか不透明な

時代となっています。また、日本の自衛隊がついにカンボジアに出兵しました。

1992年度も、私たちは、様々な活動をして参りました。会員の数も増え、現

在500名を突破しました。会報は、第17号から第22号まで6回、順調に発行

することが出来ました。会員の方々から地下壕見学会の感想文などが沢山寄せられ

ました。運営委員会は1回、幹事会は9回それぞれ開催され、保存の会の核として

活動してきました。

保存の会の具体的活動として全会員を対象とした行事としては、映画「戦争と青

春」の上映、「松代大本営」の見学会、「日吉台地下壕」の見学会などを実施した

ほか、川崎市中原平和教育学級記録編集委員会・川崎市中原平和人権尊重学級企画

委員会と私たちの日吉台地下壕保存の会の3者で「平和のための戦争展実行委員会」

を組織して、「私の街から戦争が見える」というテーマで戦争展を行いました。こ

れは川崎市教育委員会の共催、川崎市の後援を得て、成功裡に終わりました。

各種団体の日吉台地下壕の見学会は、元連合艦隊司令部通信隊の下士官・兵士の

会、慶度大学白井ゼミの学生たち、神奈川県高等学校教科研究会社会科部会の先生

方、自治労横浜支部、「平和のための戦争展」のプレイベント、部落解放同盟の人

権啓発研究集会、中原平和人権尊重学級、来日韓国学生たち、追浜高校地学部の先

生と生徒、などの団体からの申込があり、全部で9回行いました．日吉台地下壕の

存在はかなり広く世間に浸透して参りました。一刻も早く地下壕を整備保存し、多

くの人々が見学できるようにして欲しいという声が、多く寄せられています。

マスコミ関係では、例年同様この1年間も、新聞・テレビでしばしば取り上げら
れました。

調査活動では、蟹ヶ谷の地下壕を2回調査しました。また、聞き取り調査も何回

か行い、新しい事実も出てきました。

地下壕の保存については、昨年の4月14日に日吉台地下壕保存の会をはじめ9

団体の参加による「日吉台地下壕問題調査団」が組織され、地下壕の見学・調査を

行いました。その足で県庁と市庁を訪れ、県知事と横浜市長に地下壕の整備保存の

要請書を渡しました。返事をくれることになっていましたが、未だに何の音沙汰も

ありません。今年度は、市や県当局、情勢によっては慶度義塾当局にたいして、地

下壕の整備保存についての働きかけを、強めていく必要があります。
これで1992年度の活動報告案の説明を終わります。
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今
何
が
重
要
か
と
い
う
点
を
考

え
て
み
る
に
、
第
一
に
会
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
持
場
で
創
意
性
が
発
揮

で
き
る
組
織
体
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
寺
田
事
務
局
長
以
下
の
努
力

で
行
政
の
中
に
も
が
っ
ち
り
と
く

さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
の
だ
が
、
そ

れ
を
支
え
る
手
足
が
弱
体
な
の
で

あ
る
。
事
務
局
長
の
負
担
に
な
っ

っ
て
い
る
多
く
の
仕
事
を
会
員
に

分
散
し
、
会
員
一
人
一
人
の
協
力

を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
会
の
次
の
目
標
を
具

体
的
に
示
す
こ
と
で
あ
る
。
船
が

ど
ち
ら
の
方
向
に
進
ん
で
行
く
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
学
生
、
塾
教
職
員
、
塾

当
局
へ
の
対
応
の
方
法
を
模
索
す

べ
き
で
あ
る
。
壕
が
塾
内
に
あ
る

こ
と
が
そ
れ
を
要
求
す
る
。

寺
田
事
務
局
長
を
支
え
る
仕
事

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

総

会

を

終

え

て

岡
上
　
そ
う

今
回
の
総
会
を
終
え
て
の
感
想

は
、
ま
ず
参
加
者
の
人
数
が
大
変

少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
年
一
回

の
総
会
な
の
で
す
か
ら
、
何
と
か

都
合
を
つ
け
て
参
加
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
カ
ン
ボ
ジ

ア
か
ら
き
た
サ
ン
ピ
ア
ラ
氏
等
に

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
や

っ
て
い
た
だ
い
た
の
に
、
少
人
数

の
参
加
者
に
し
か
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
が
残
念
な
気
が
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
い
ま
ひ
と
つ
手

順
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
上
映

を
行
な
っ
て
か
ら
パ
ネ
ル
デ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
等
の
事
を
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
実
際
に
終
え
て
か
ら
、
順

序
を
逆
に
し
た
方
が
ま
と
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

ま
あ
順
序
は
ど
う
で
あ
れ
、
ま
ず

は
、
参
加
し
て
み
る
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
幹
事
会
が
主
体
の

会
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
で
協
力
し

て
営
ん
で
ゆ
く
会
で
あ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
次
回
は
是

非
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

1992年度決算報告書
（単位は円）

1 9 9 1 年 度 決 算 1 9 9 2 年 度 予 算 1 9 9 2 年 度 決 算

1 9 9 1 ．4 ．3 －1 9 9 2 ．3 ．3 1 1 9 9 2 ．4 ．1 －1 9 9 3 ．3 ．3 1 1 9 9 2 ．4 ．1 －1 9 9 3 ．3 ．3 1

収 入 の 部

会　 費 4 8 0 5 0 0 3 5 0 0 0 0 4 5 5 5 0 0

カ ン パ 5 0 8 4 5 0 3 0 4 0 0

利　 息 0 0 1 2 5 1 6

事 業 益 1 1 5 8 4 0 0 1 8 1 0 0

繰 越 金 4 1 0 4 3 9 7 0 4 2 0 4 7 0 4 2 0 4

合 計 1 0 5 7 6 2 4 1 0 5 4 2 0 4 1 2 2 0 7 2 0

支 出 の 部

会 議 費 5 2 0 0 3 0 0 0 0 6 0 5 8

事 務 費 4 7 9 1 9 8 0 0 0 0 2 5 8 0 8

印 刷 費 7 2 9 9 6 6 5 0 0 0 0 6 4 0 5 7

通 信 費 1 3 9 2 5 4 1 6 0 0 0 0 1 7 5 5 7 7

資 料 費 0 2 0 0 0 0 4 7 0 0 0

謝 礼 5 4 3 6 1 8 0 0 0 0 1 8 3 1 8

予 備 費 3 3 6 8 0 3 4 2 0 4 4 6 3 1 0

会 計 3 5 3 4 2 0 1 0 5 4 2 0 4 3 8 3 1 2 8

　 差 引 残 高

計 7 0 4 2 0 4 0 8 3 7 5 9 2

以上の通り報告します。

日吉台地下壕保存の会事務局長　　寺田貞治　印

1993年4月3日

この報告により収支を監査したところ適正に処理されていることを認めます。

会計監査　森山高行　印

会計監査　天野喬子　印
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1993年度活動方針
保存の会が結成されて5年目を迎えました。流動的な世界情勢の中で、日本はカ

ンボジアに派兵したばかりでなくモザンビークにも派兵が決定し、新たな戦前状況

が作られようとしています。昨年から今年にかけて、日本は大きく転換しつつあり

ますが、果して日本の歩みはこれでよいのでしょうか。従軍慰安婦の問題、中国人

・朝鮮人の強制連行・強制労働の問題など、まだ第2次大戦の後始末さえしていな

いのにと、疑問を感じざるを得ません。日本の国際貢献のあり方にもいろいろ問題
があります。

太平洋戦争に対して、厳しく反省し、2度と再び過ちを繰り返してはなりません。

そのためには、太平洋裁争を常に検証し、戦争というものの本質と実相を正しく伝
えて行かなければなりません。

私たちは、92年度に引続き調査を活発に行い、地下壕の整備と保存、戦争と平

和を考える場として公開する運動をすすめていく必要があります。

今後の具体的活動としては、

1．調査活動を活発に行う。

2．見学会・講演会・戦争展など様々な催しを活発に行う。

3．会報を発行し、パンフレットを作り、PR活動を活発にして会員を増やし、
活動の輪を広げる。

4．全国の関係諸団体との交流を深め、情報交換を活発にする。

5．市や県当局、情勢によっては慶應義塾当局にも働きかけ、保存の要請または

陳情、諸願、署名運動などを行う。

今年度は、保存の目処をつけるべく、市や県当局に強く働きかけをしていきたい

と思っております。私たちの願いを達成させるためには、多くの人々の理解と支援

が必要です。目的達成まで、今年度も宜しく御支援・御協力をお願い致します。

これで1993年度の運動方針案の説明を終わります。

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の

国
際
貢
献
を
め
ぐ
っ
て
」

休
憩
後
、
机
を
ロ
の
字
型
に
な

ら
べ
か
え
、
行
な
っ
た
。
ゲ
ス
ト

は
チ
ァ
・
サ
ン
ピ
ア
ラ
氏
（
在
日

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
）
と
本
田
徹
氏

（
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会
代
表
）

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
方
々
も
数
人
参

加
さ
れ
た
。

サ
ン
ビ
ア
ラ
氏
は
一
九
六
三
年

生
れ
、
一
九
八
〇
年
に
兄
を
頼
っ

て
来
日
、
大
和
市
の
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
三
ケ
月
日
本
語
を
勉
強
し
、

川
崎
市
西
生
田
中
学
、
高
津
高
校

に
進
学
、
東
京
理
科
大
学
電
気
工

学
科
を
今
年
卒
業
し
た
。

村
人
同
志
の
虐
殺
で
お
ば
と
祖

母
が
殺
さ
れ
、
強
制
移
住
か
ら
村

に
帰
っ
た
時
、
父
と
兄
が
殺
さ
れ

た
と
聞
か
さ
れ
た
。

故
国
再
建
に
役
立
つ
こ
と
を
と

考
え
、
電
気
工
学
を
選
ん
だ
。
二

二
年
間
の
内
戦
と
大
虐
殺
で
有
能

な
成
人
は
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
自

分
よ
り
下
の
世
代
が
生
残
っ
た
。

世
界
情
勢
、
自
国
の
立
場
等
を
理

解
し
、
判
断
の
出
来
る
教
育
の
土

台
つ
く
り
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

る
と
話
さ
れ
た
。

本
田
氏
は
一
九
八
三
年
よ
り
援

助
活
動
に
入
っ
た
。
民
間
、
政
府
、

赤
十
字
の
三
本
柱
の
援
助
で
、
井

戸
堀
り
、
自
動
車
技
術
学
校
、
保

健
医
療
、
母
子
保
健
（
三
割
が
未

亡
人
）
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

自
然
が
豊
か
で
、
病
気
が
多
く
、

耐
え
ら
れ
る
人
だ
け
が
生
き
ら
れ

る
環
境
の
国
で
あ
る
。

総
選
挙
後
、
ど
う
な
る
の
か
。

政
治
も
経
済
も
不
安
が
多
い
。
ど

の
よ
う
な
援
助
を
し
て
い
っ
た
ら
、

本
当
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
の
た

め
に
な
る
の
か
、
援
助
の
難
し
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
言
う
。
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総
会
の
前
に
上
映
さ
れ
た
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
を
写
し
た
ビ
デ

オ
の
感
想
、
ア
ン
タ
ッ
ク
の
こ
と
、

亡
く
な
っ
た
中
田
さ
ん
の
こ
と
な

ど
質
疑
応
答
も
活
発
で
、
お
正
月

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
っ
て
こ
ら
れ
た

寺
田
事
務
局
長
の
実
感
の
こ
も
っ

た
司
会
も
あ
っ
て
、
問
題
の
深
刻

さ
が
ま
す
ま
す
印
象
づ
け
ら
れ
た

デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

1993年度日吉台地下壕保存の会

運営委員・会計監査

会長鮫島重俊

副会長薄井芳夫

〃田辺和男

〃東郷秀光

事務局長寺田貞治

幹事・事務局員谷栄

〃加賀谷欣之助

〃小園優子

〃茂呂秀宏

〃谷藤基夫

〃亀岡敦子

〃馬養貞子

〃白鶴邦子

〃喜田美登里

〃橋本ミチ子

〃足立英宜

〃岡上そう

〃石日ヨ誠言

〃本木ちづ

〃中沢正子

〃大西章

会計監査森山高行

〃天野希子

顧問秋本謙三

〃佐藤林平

〃永戸多喜雄

〃田辺昇

1993年度予算
（単位は円）

1 9 9 2 年 度 決 算 1 9 9 3 年 度予 算 備 考

収 入 の 部

会　 費 4 5 5 5 0 0 3 7 2 0 0 0 37 2人 ＊100 0円

カ ンパ 3 0 4 0 0 0

利　 息 1 2 5 1 6 0

事 業 益 1 8 1 0 0 0

繰 越 金 7 0 4 2 0 4 8 3 7 5 9 2

合 計 1 1 2 2 0 7 2 0 1 2 0 9 5 9 2

支 出 の 部

会 議費
l

6 0 5 8 2 0 0 0 0 各 種 会 合費

事 務 責 2 5 8 0 8 4 0 0 0 0 事 務用 晶、 封 筒 等

印刷 費 6 4 0 5 7 7 0 0 0 0 0 会 報・ パ ンフレット等

通信 景 1 7 5 5 7 7 2 4 0 0 0 0 会 報， 各 種 郵 送 代等

資料 費 4 7 0 0 0 5 0 0 0 0 資 料 集 ・ビデ オ 等

謝　 礼 1 8 3 1 8 8 0 0 0 0 講 師 ・調査 費 等

交通 費 3 0 0 0 0

予 備費 4 6 3 1 0 4 9 5 9 2 各 種 行 事 の 賛同 金 等

合　 計 3 8 3 1 2 3 1 2 0 9 5 9 2

差 引 残高　計

8 3 7 5 9 2 0

［補足説明］　収入欄の会費収入は、1992年度の会費納入者数が、372名

だったので　1000円×372名＝372000　とした。

支出欄の印刷費は、1992年度にパンフレットを発行する予定であったが、

出来なかったので、1993年度にパンフレット代を計上した。また、交通費も

新たに計上した。
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第5回総会アッピール
PKO法案の成立後、日本は憲法第9条を踏みにじって海外派兵への道を歩んでし

まいました。このことは新たな戦前の状況を作り出しつつあると思わざるを得ません。

このような選択をする前に、先ず私たちがやらねばならないのは過去の償い――従軍

慰安婦の問題をはじめとして、今アジアの人々から突きつけられている戦後補償――

であるべきです。

戦後50年になんなんとする今日、ともすると私たちは平和に酔いしれ、平和ボケ

の中で、かつての戦争の悲惨さを忘れがちです。そして、身の周りに戦争の爪痕をと

どめるものも少なくなりつつあります。しかし、日吉の丘の地下には、旧帝国海軍連

合艦隊司令部の巨大な地下壕がそっくりそのまま眠っています。しかも戦争の実相を

伝えるのに最もふさわしい爪痕として残されています。

この地下壕に足を踏み入れた人々は、戦争を知らない若い人でさえ、戦争の愚かさ

を知り、是非ともこの地下壕を保存すべきだと考えるようになります。それほどにこ

の地下壕は、私たちに何かを語り始めるのです。このように歴史の教訓を語り伝える

構築物も、今保存しなければ朽ち果て無くなってしまうでしょう。

私たちは、こうした歴史的な遺産を史跡として、また戦争と平和を考える原点とし

て、現在及び後世の人々に残しておくために、今すぐにでも保存の運動を更に大きく

訴えていく覚悟です。

本日の総会の名において皆さんと共に保存にむけての決意を表明したいと思います。

1993年4月17日

日吉台地下壕保存の会

運

営

委

員

会

報

告

三
月
二
四
日
一
七
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

一
、
第
五
回
総
会
に
つ
い
て

四
月
十
七
日

十
四
時
～
十
七
時
開
催

総
会
資
料
の
検
討

二
、
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

役
割
分
担
の
方
法
を
検
討

三
、
会
報
二
二
号
発
行
に
つ
い
て

四
月
五
日
発
行

大
西
、
林
、
中
沢
が
作
成

都
合
の
つ
く
幹
事
が
発
送
作

業
を
す
る

四
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
に
つ

い
て
総
会
の
日
に
発
行
す
る

第
一
回
幹
事
会
報
告

五
月
一
二
日
一
七
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
事
項

一
、
　
四
月
一
九
日
広
島
ホ
ー
ム
T

V
が
寄
宿
舎
と
地
下
壕
を
撮

影
、
五
月
二
三
日
一
八
時
よ

り
T
V
朝
日
系
で
放
映

二
、
四
月
二
五
日
「
品
川
平
和
の

た
め
の
戦
争
資
料
展
実
行
委

員
会
」
地
下
壕
見
学
、
一
六

名
参
加

三
、
五
月
三
日
神
奈
川
新
聞
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
記
事
が

載
る

四
、
五
月
二
三
日
川
崎
市
の
小
中

高
教
員
の
地
下
壕
見
学
予
定

六
月
一
二
日
慶
応
生
協
学
生

委
員
会
主
催
地
下
壕
見
学
会

予
定

議
事
ー
、
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

役
割
の
内
容
に
つ
い
て
検
討

二
、
今
後
の
具
体
的
活
動
に
つ
い

て年
間
計
画
と
次
回
の
企
画

七
月
一
八
日
一
三
時
三
〇
分

集
合
、
蟹
ヶ
谷
の
地
下
壕
見

学
会
開
催

四
、
会
報
二
三
号
に
つ
い
て

六
月
一
〇
日
発
行
予
定
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総
会
報
告
を
主
記
事
と
す
る

第

二

回

幹

事

会

報

告

六
月
二
日
一
七
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
事
項

ー
、
五
月
一
八
日
港
北
区
民
会
議

に
寺
田
、
喜
田
、
橋
本
、
白

鶴
出
席

二
、
五
月
二
三
日
川
崎
市
の
小
中

高
の
教
員
地
下
壕
見
学
会
、

約
五
〇
名
参
加
。
寺
田
、
茂

呂
、
谷
藤
が
案
内

三
、
七
月
二
〇
日
ピ
ー
ス
サ
イ
ク

ル
の
有
志
が
地
下
壕
見
学
を

希
望

議
事
一
、
蟹
ヶ
谷
見
学
会
別
欄
参
照

二
、
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

（
渉
外
・
見
学
）
寺
田
、
小

園
、
谷
藤
、
茂
呂
、
岡
上

（
庶
務
）
亀
岡
、
馬
養
、
橋

本
（
書
紀
）
喜
田
、
谷
藤

（
会
報
）
中
沢
、
林
、
大
西

（
調
査
）
そ
れ
ぞ
れ
手
分
け

し
て
行
な
う

（
保
存
）
運
営
委
員
中
心
、

具
体
的
に
は
鮫
島
、
寺
田
、

小
国
が
立
案
す
る

三
、
本
年
の
具
体
的
活
動
に
つ
い

て保
存
活
動
を
中
心
に
し
、

県
、
市
、
慶
応
義
塾
に
働
き

か
け
て
い
く

カ

ン

ポ

ジ

ア

雑
感

林
　
ち
づ

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
総
選
挙
が
ぶ
じ

に
終
り
、
結
果
は
ま
だ
判
ら
な
い

が
、
新
た
な
段
階
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
今
度
こ
そ
「
キ
リ
ン
グ

・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
時
代
に
戻
ら

な
い
よ
う
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
達

の
平
和
の
願
い
が
実
現
す
る
よ
う

に
と
心
か
ら
思
う
。

二
年
前
、
や
っ
と
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
の
観
光
が
許
さ
れ
て
、

か
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
時
は
U
N
T
A
C
の
話
も
な

く
比
較
的
平
穏
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
遺
跡
の
あ
る
シ
エ
ム
レ
ア

ブ
市
は
夜
は
外
出
禁
止
、
七
時
以

後
は
送
電
も
止
っ
て
い
た
。
警
察

は
銃
を
も
っ
て
い
た
。

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
ウ
ナ
ロ
ム
寺
で

日
本
人
僧
渋
井
修
師
に
お
会
い
し

た
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
、
寺

は
荒
れ
果
て
、
僧
侶
や
信
徒
は
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
骨
の
山
の
間

で
お
経
を
読
み
、
三
年
前
か
ら
こ

の
寺
に
住
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
。
今
は
学
校
を
開
い
て

い
ら
れ
る
。
茜
色
の
僧
衣
が
精
悍

な
風
説
に
よ
く
似
合
い
、
こ
う
い

う
日
本
人
も
い
る
の
だ
と
、
川
風

の
吹
込
む
寺
院
で
お
話
を
聞
い
て

い
て
感
動
を
覚
え
た
。
訪
れ
た
孤

児
院
で
は
戦
乱
で
親
を
失
っ
た
子

供
た
ち
が
お
ど
り
を
み
せ
て
く
れ

た
。
衣
類
も
、
文
房
具
も
、
足
り

な
か
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
ノ
ー

ト
や
、
え
ん
ぴ
つ
を
お
い
て
帰
っ

て
き
た
。

教
育
を
受
け
る
べ
き
年
齢
の
子

供
た
ち
が
、
大
勢
街
で
も
の
ご
い

を
し
て
い
た
。
孤
児
院
に
収
容
さ

れ
る
の
は
本
当
に
運
の
い
い
方
で

あ
っ
た
。

テ
レ
ビ
の
報
道
で
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
み
る
と
、
平
和
を
願
い
な
が
ら

も
な
お
内
戦
が
や
ま
ず
、
ポ
ル
・

ポ
ト
派
は
武
器
を
放
さ
ず
政
権
軍

も
同
様
で
あ
る
。
あ
の
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
本
当
に
心
か
ら
の
も
の

に
な
る
た
め
に
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
あ
の
国
の
人
た
ち
の
荒

れ
た
心
や
体
を
い
や
す
の
に
、
私

た
ち
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、

考
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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お

知

ら

せ

★
蟹
ヶ
谷
の
地
下
壕
見
学
会

日
時
　
七
月
一
八
日
（
日
）

午
後
一
時
三
〇
分
集
合

集
合
場
所
　
川
崎
市
高
津
区
蟹
ヶ

谷
　
東
急
バ
ス
蟹
ヶ
谷
バ
ス
停

会
費
　
五
百
円

持
物
　
長
靴
、
懐
中
電
燈
、

行
き
方
　
地
図
参
照

①
東
横
線
綱
島
駅
～
南
武
線
新
城

駅
を
往
復
の
バ
ス
に
乗
る

②
東
横
線
日
吉
駅
よ
り
東
急
バ
ス

下
田
住
宅
行
に
て
下
田
小
学
校
前

下
車
歩
く

★
「
日
吉
台
地
下
壕
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
か
た
は
、
寺

田
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
送

料
別
、
四
五
〇
円
（
会
員
四
〇
〇

円
）
で
す
。

月
光
の
夏

監
督
‥
神
山
征
二
郎
／
企
画
・
原
作
・
脚
本
：
毛
利
垣
之
（
小
説
「
月
光
の
夏
」
汐
文
社
刊
）

出
演
…
若
村
麻
由
美
・
田
中
実
・
永
野
典
勝

渡
辺
美
佐
子
・
石
野
真
子
・
小
林
哲
子

田
村
高
廣
（
特
別
出
演
）
・
山
本
圭
．
仲
代
達
矢

製
作
■
株
式
会
社
仕
事
／
製
作
協
力
■
映
画
「
月
光
の
夏
」
を
支
援
す
る
会

協
力
■
ヤ
ク
ル
ト
グ
ル
ー
プ
・
特
操
会
・
少
飛
会
・
甲
飛
会
・
社
団
法
人
白
鴎
遺
族
会

配
給
■
ヘ
ラ
ル
ド
・
エ
ー
ス
／
日
本
ヘ
ラ
ル
ド
映
画
／
映
画
「
月
光
の
夏
」
全
国
配
給
委
員
会

★
映
画
「
月
光
の
夏
」
の
上
映
が

六
月
一
二
日
か
ら
始
り
ま
す
。

胸
を
う
つ
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
誘
い

あ
わ
せ
て
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

横
浜
オ
ス
カ
ー
、
丸
の
内
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
等
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

★
「
歩
く
7
3
1
部
隊
展
」

七
月
六
～
十
一
日

新
宿
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

七
月
十
三
～
十
七
日

渋
谷
・
山
手
教
会

七
月
二
〇
～
二
五
日

元
住
吉
・
川
崎
平
和
館

お

願

い

会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
ご
送
金

く
だ
さ
い
。

二
年
間
ご
入
金
の
な
い
方
は
、
会

報
の
送
付
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。


